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もう１人の 

シンポジストを 

交渉中 

10年以上にわたって左派政権が席巻してきたラテンアメリカの政治情勢が、 

このところ急展開しつつあります。キューバは、昨年７月、54年ぶりに米国と 

国交を回復、本年３月20日には、オバマ米大統領がキューバを訪れました。米 

大統領のキューバ訪問は88年ぶりのことです。 

一方、昨年11月のアルゼンチン大統領選挙では、中道左派政権の与党候補が 

中道右派の候補に敗れ、同12月のベネズエラの総選挙では、反米左派の与党が 

野党連合に大敗しました。さらに、ブラジルの中道左派政権が、経済不振と汚職 

疑惑により深刻な政権危機に陥っています。 

 こうした急速なラテンアメリカの政治情勢の変化をどうみたらいいのか。変化の背景にあるものは何か。そして、これか

ら先、ラテンアメリカはどうなるのか。この地域の実情に明るい方々をお招きしてシンポジウムを開きます。奮ってご参加

ください。 

お問い合わせはＦＡＸかｅ-mailで下記へ。 

キューバ友好円卓会議  〒157-0073 東京都世田谷区砧 8-15-14-101 
ＦＡＸ  03‐3415‐9292  e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com 

 

参加費 1000円（会員 500円）※事前申し込みは必要ありません 

シンポジウム 

会場 

日本記者クラブ大会議室  TEL 03－3503－2721  東京都千代田区内幸町２-２-１ 日本プレスセンタービル９階 

最寄り駅は東京メトロ千代田線・日比谷線霞ヶ関駅、東京メトロ丸ノ内線霞ヶ関駅、都営三田線内幸町駅、ＪＲ新橋駅日比谷口 
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●キューバ友好円卓会議 通信 
e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com 
FAX 03‐3415‐9292  http://cubaentaku.web.fc2.com/ 
〒157-0073 東京都世田谷区砧8-15-14-101 

 

６月25 日 （土） 13：30～16：30 開場13：00 

伊藤千尋さん 

ジャーナリスト 

元朝日新聞記者 

小倉英敬さん 

神奈川大学教授 

国際関係論・ラテンアメリカ思想史専攻 
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誰も語らない、誰も観ていないキューバ 

西半球でもっとも退廃した街だったハバナ■■■■■■ 

今夏 30 回目のキューバ訪問をマークしたが、最初は

1989 年でソ連崩壊前だった。以来、キューバでは路上観

察と定点観測を続けてきたが、29回目までと 30回目とで

は何がどう違うか。何も違わないとも言えるが、それなり

に変化し続けていることは間違いない。誰も語らない、誰

も観ていないキューバを共有したい。 

まずキューバの立ち位置。ラテンアメリカの国であるこ

とと、カリブ海の島であることが、二つの特質といえる。

ラス・アメリカスという呼称があるが、キューバを特殊と

捉えるか、いろいろある中の一つと捉えるかで見え方も違

ってくる。 

500年前コロンブスに「発見」されて以来、基本は砂糖

をつくる島であり続けてきた。サトウキビ・モノカルチャ

ーの中で独立し、アメリカに属国のように支配され、独裁

者にさんざん虐げられてきた。 

 一枚の写真がある。アメリカの写真家ウォーカー・エヴ

ァンスが撮影した、 写真集「ハバナ 1933」の中の一枚。

当時のキューバの悪のすべてを表す作品といわれる。西半

球でもっとも退廃した街といわれ、ハバナへ行けば賭博や

売春、麻薬など、すべての悪が楽しめるとされていた。 

 1946 年、晩秋のハバナの港に降り立った一人の男がい

る。ラッキー・ルチアーノ。彼はシカゴ・マフィアのボス

で、カジノや麻薬などの利権を手に入れ、バチスタら独裁

者を陰で操っていた。 

最後のカリスマ政治家フィデル■■■■■■■■■■■■■ 

立ち上がったのが、正義感に燃えた青年弁護士フィデ

ル・カストロだ。ハバナ大学法学部出身。1953年 7月 26

日に武装蜂起し、1959 年１月１日、革命政権を樹立。今

のキューバが始まった。アメリカとキューバの２国間関係

は、一言でいうと「フィデル・カストロ」のみに集約され

る。アメリカは彼の存在が許せない。フィデルの存在感も

またタダ事ではない。彼に匹敵するのは、ネルソン・マン

デラの死後もう誰もいない。最後のカリスマ政治家だ。 

 彼の存在が気になった日本人が船戸与一氏。彼は安保・

全共闘世代で、外浦吾朗というペンネームでは「ゴルゴ 13」

の原作者。豊浦志朗の名で、「叛アメリカ史 ― 隔離区から

の風の証言」を書いている。 

グレートジャーニーでパナマ地峡の危険地帯踏破に取り

組んでいたとき、メキシコのサパティスタの取材を済ませ

た船戸氏に、これからキューバに行くから来いと声をかけ

られた。ハードコアは見逃せない人で、彼の気になる存在

がフィデルだった。 

 チェもタダ者ではない。バチスタ側将校の死刑執行命令

書にサインをしたとき、将校の母親が延命を請うても、「今

度は君たちが泣く番だ」と、顔色ひとつ変えずに言い放っ

た。 

 チェはフィデルと出会う前、グアテマラで街角の写真屋

をやっていた。本人も写真好きだが、それ以上に絵になる

人。メキシコでフィデルと合流し、1956 年 11 月、12 人

乗りのグランマ号に 82 人も乗り込んで上陸地点に到着。

マングローブの沼地をフル装備で突破するが、バチスタ側

司会・二瓶裕子（上） 
 
岩垂弘円卓会議共同代表の

挨拶（下） 

2015年 12月 19日／キューバ友好フォーラム／於：日本記者クラブ大会議室 

キューバの今を考える 

ハイブリッド・キューバの歩き方 ― その傾向と対策 

白根 全 ラテン系写真家／カーニバル評論家 

日本で唯一、世界中でも２人しかいないカーニバル評論家、ラテン系写真家。仕事（撮影取材調査渉外観察記録編集企画制作

など）、その他（探検冒険踏破潜入縦断横断登攀釣魚沈没など）、さまざまな理由で現地に入り浸っている。 

人類 400 万年の旅グレートジャーニーのサポート、コーディネートも担当。これまでに訪れた国は６大陸、150 カ国超。ラテ

ンアメリカとカリブ海域の主なカーニバルはすべて制覇。定点観測と路上観察を続けているキューバは、1989年以来この夏で

30回目の訪問をマークした。東京出身。青山学院大学卒。 
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に待ち伏せされて壊滅状態になった。 

トゥルキーノ山にたどり着いたのは12人。その中には、

後の革命の立役者になる逸材が揃っていた。シエラマエス

トラの司令部を拠点に、勝利を勝ち取った。バチスタはド

ミニカに亡命、２年間に 24万 5000人が亡命した。 

反カストロ亡命団体の拠点・マイアミ■■■■■■■■■ 

 ここで少しマイアミの話を。 

 反社会主義・反カストロのキューバ系亡命団体の拠点。

アメリカ政界でのロビー活動で影響力あるグループだ。フ

ロリダの選挙は、アメリカ大統領を決める影響力を持つ。

キューバに甘い人は勝てないという。船戸氏の著書「国家

と犯罪」（小学館刊）にこのルポが出てくる。 

 キューバン・アメリカン・ファンデーションは、武闘派

ではなく反カストロ宣伝工作を行う団体。利権がすごい。

キューバ人は商売上手で名だたる企業の経営者が多く、資

金が流れこむ。キューバ潰しのために金をつぎ込む。嫌味

でホセ・マルティの名を冠した対キューバ謀略放送を、延々

と続けている。 

 ハードコアの武闘派団体もあり、そのリーダーがアルフ

ァ 66 という反カストログループのホルへ・マスカノッサ

だ。キャンプで武闘訓練をするコマンドの中心は、革命後

マイアミに亡命したブルジョアの子弟たち。リクルートに

よってニカラグア、エルサルバドルの社会主義政権から逃

げ出した者たちも参加している。南米軍事政権が潰れた後、

中東やアフガニスタンで傭兵として活動した者もいる。彼

らは高速艇でキューバに侵入、マシンガンをぶっ放して帰

るといったテロ行為をしている。かつてキューバ領空内で、

反カストロ武闘派の小型機が撃墜される事件が起きた。こ

の時期、米国内でキューバへのテロ対策情報活動をしてい

たのが「５人の英雄」だ。 

 グァンタナモ基地は、現在でも冷戦構造そのままの最前

線だ。この海軍基地はアメリカが租借したまま、アメリカ

の国内法も及ばない時代錯誤の象徴。両国の合意に基づい

て返還とされているが、簡単には手放さずハードルは高い

だろう。 

基地周辺の国境地帯は、カンボジアを抜いて世界一の地

雷敷設地帯だ。この地域の地形は、アフリカのサバンナに

よく似ている。キューバがアフリカに派兵して実戦体験を

積んでいたのは、「実は……」ということかも知れない。 

「ガソリンはいらない、健康にも良いし、公害も無い」■■■ 

話は変わって、キューバ国内での大きな転機はいくつか

あった。 

 最大の転機は 1991 年 12 月のソ連崩壊で、突然見捨て

られたキューバは、どう生きのびるかが大問題となった。

まず一番はエネルギー問題。それまでソ連相手に砂糖を国

際価格の３倍で売り、原油を３分の１の価格で輸入してい

た。その差額が援助でもあり、キューバはさらに余剰原油

を転売して外貨を稼いでいた。 

ソ連崩壊以降、支払いは現金決済となり、世界中の政治

評論家は声をそろえて、キューバはあと半年で潰れると予

言した。エネルギー不足が進む中、中国から大量の人民自

転車を輸入し、「ガソリンはいらないし、健康にも良いし、

公害も無い」とフィデルは演説。１つのエンジンで大人数

を運べるラクダバスの導入も、サバイバル戦略のひとつだ

った。 

 「世界中の富を積み上げても、キューバ人のプライドは

買えない」という諺を持つ彼らは、「日本人はアメリカ相手

によく戦ったが、結局は負けた。我々は闘い続けて、まだ

負けてはいない」と胸を張る。この困難期には、食糧のや

りくりも大変だった。この頃から有機農法が広まった。配

給が滞りどこでも行列で、ハバナ沖にタイヤチューブで出

漁し、獲った魚を外国人に売る者などもいた。 

94年８月の暴動以降、32万人が亡命■■■■■■■■■■ 

 94年８月にはついに暴動騒ぎになった。マレコン沿いの

ホテルへの投石が相次ぎ、ハバナの港では群集と警官隊が

衝突した。その現場に居合わせたが、フィデルが２時間後

には現場を視察、不満分子は姿を消し反政府活動は消滅し

た。アメリカ諜報機関の指導を受けていたのだ。騒動の直

接的原因は閉塞感だ。１日 20 時間も停電し、工場も止ま

ってやることも無い。この夏はとくに暑く、何かひと押し

で火がつく状況にあった。 

フィデルは「いやなやつは出て行け」と演説。お咎めな

しだ。ありとあらゆる素材で筏を作り、フロリダ目指して

出航する。泳いで筏を沖まで押す商売さえ出現した。結局、

合計 32 万人が逃げ出した。以前に出て行ったマリエル港

難民は 12 万人。国内には苦しいけれど頑張ろうという人

のみが残った。 

ハバナでは崩壊する街の美しさ、静けさをずっと撮影し

てきた。生命がやせ細っていくような切なさに惹かれる。 

 外貨稼ぎで、国は観光業に力を入れ始める。ソ連と東欧

の崩壊、天安門事件の中で、改革開放経済が延命策とみら

れていた。世界一美しい海岸バラデロには、外国との合資

ホテルが建ち並び、観光客が押し寄せた。  

 97年、チェの遺体が還ってきたとき、革命記念塔の中に

遺骸が安置されると、革命広場は１週間以上別れを告げる

民衆で埋まった。その後、サンタ・クララに運ばれる沿道

にも、ずらりと人が溢れた。フィデルの追悼演説には、世
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界中の代表団が参列した。今、霊廟内にカメラは持ち込み

禁止なので、霊廟内部の写真は貴重だろう。 

キューバ経済の大変革と倍増した観光客■■■■■■■■ 

 2003、4年頃からは、中国の存在が次第に大きくなった。

中国系移民は、日系移民よりはるか前から。アメリカ大陸

横断鉄道の労働者として入り、さらにパナマ運河建設。終

わって仕事がなくなるとサトウキビ刈り労働者としてキュ

ーバへ入った。 

 キューバ経済の大変革は、ドル解禁から。キューバ人が

ドルを持てるようになり、93年～2003年ごろは、ドルが

そのまま使えた。1950 年代からタンス預金でしまわれて

いたドル札さえ出てきた。今はＣＵＣ（兌換ペソ）との二

重通貨制だ。 

「ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ」の大ヒットで、

キューバに対するイメージが圧倒的に変わった。観光客は

倍増し、1995 年の 34 万人から 100 万人単位へと変わっ

ていった。 

 私はカーニバル評論家でもあるが、サンチャゴのカーニ

バルもただの祭りではない。予算不足で、カーニバル自体

はしょぼいが、そのリズムと身体能力には凄まじいものが

ある。 

 アメ車のクラシックカーは、以前はパーツをヤスリで削

ってやりくりしていたが、燃費が悪すぎ。2005 年以降、

中身がヒュンダイや日本製になってきた。 

アメリカと国交回復 ― キューバの未来は？■■■■■ 

 2008年 7月 26日、国家評議会議長としてラウルがデビ

ューした。人気面でイマイチなのは、キャラの問題という

よりフィデルがあまりに偉大すぎるということ。フィデル

は 638回暗殺計画をくぐり抜け、ギネスブックに公式に掲

載されている。ラウルはあと３年で引退。後継ぎも決まっ

ており、政権移譲はスムーズに進行するだろう。 

 この年、カナダでアメリカとの国交回復の話が出て、バ

チカンが間に入った。アメリカとしても、キューバと別な

形に関係を切り替えたほうが得ということ。 

 ハバナの街は、どこにレンズを向けても絵になる。世界

中どこでも普通に見かけ

る看板が無いだけで、他

の国とまるで街が違って

見える。ホームレスやス

トリートチルドレンを見

ることが無いのも救いだ。 

 去年までと決定的に違

うのは、スマホやタブレ

ット、パソコンと、どん

どんネット社会に移行し

ている点だ。現在、海外

からの送金が無制限にな

ったが、受け取れるのは

限られた層だ。黒人層は

やはり少ない。「混血の天国」が自慢の国で、肌の色による

格差が新しい問題として出てきている。 

 医療関係者と医療の現実として、お金がないという話も

出ている。観光客のチップで稼ぐ人が、医者より収入が多

い。学校も変わってきた。月 80ＣＵＣ払っても、チャンス

をつかみたいと、英語の家庭教師を頼む。 

 有機農業も行き詰まってきた。配給所で横流しをする者

も多い。インテリで年金暮らしが一番ワリを食う。しかし、

革命の恩恵を受けた世代がしっかりしているし、親がちゃ

んとしている家庭では次世代が頑張っている。 

国連総会では、アメリカとイスラエルを除くすべての

国々が、対キューバ経済封鎖非難決議に賛成している。経

済封鎖をやめられると、経済的に苦しいのはそのせいだと

いえなくなるので、さらに舵取りが難しくなる。あの崩壊

した街並がいつまで持つか。スターバックスやマクドナル

ドが進出して、あっという間に変わってしまうかも知れな

い。変わる前のキューバを見たいと、今夏、観光客は 30

パーセント増えた。 

民営化を進め、経済改革を行い、あのキューバが格差社

会へなだれ込んでいく。果たしてどんなところにクラッシ

ュするのか、ハードランディングするのかソフトランディ

ング出来るのか。「キューバの呪い」というが、私は最後ま

で見届けたい。キューバ人がキューバ人らしくあってほし

いというのが、まさに「キューバの呪い」で、キューバが

愛しいという話だが。 

外国人観光客が増加する中、情報はとどめようがない。

他の国を知る機会が増大し、キ

ューバが自分自身の立ち位置を

知り、方向選択してあくまでも

キューバ人がキューバの未来を

決める。そのようなキューバを

できるだけサポートすることが、

我々の未来に繋がるだろう。 

講演要約文責  

井ノ上節子 

 

市民生活に携帯が普及                キューバ名物、クラシックカー 

FOTO：ⒸZEN SHIRANE FOTO：ⒸZEN SHIRANE 
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「青年の島」の日系人と交流 

私のこの旅行の目的は、第一に昨年12月天国に旅立たれ

た元坂戸中の松矢文男先生（※プロフィール参照）のキューバ支

援用荷物を青年の島に届けることと、第二には「青年の島」

で日本ではほとんど知られることのなかった日系人に会うこ

とです・  

 ２月 13 日、冬としてはやや暖かい感じのする出発日に、

羽田空港から飛び立ちました。 カナダのトロント経由ハバ

ナ行きです。14日、エア・カナダはトロントで３時間遅れの

ため、ハバナ、ホセ・マルティ空港に到着して手続きを終え

入国したのは早朝３時です。見覚えのあるガイド、オスパル

ドさんが待っていました。オスワルドさんではありません。

「オスパルド」さんが、正解です。 

 さて、ここからが大変忙しいスケジュールの始まりです。 

朝早くサンタクララへ向けて出発。列車襲撃の跡をみました。

鉄道の線路は今も現役だそうです。ゲバラ廟の見学です。ゲ

バラってお医者さんだったのですね。 

 カピーロの丘、頑張って登ってきました。サンタクララの

町が一望できます。前は記念塔がなかったとＫさんが言って

いましたが、現在はしっかりとキューバ国旗が掲揚してあり

ます。 

 ハバナに戻り、次の日は「イスラデラフベンド、青年の島」

へ出発です。15 日、また、早朝５：30 出発です。飛行機は

よく欠航するという話を聞いておりました。しかし、私は飛

行機を見た瞬間、必ず帰りもこの飛行機が迎えに来るという

ことを確信しました。 

 なぜなら、使われている飛行機は世界中で活躍して実績の

あるカナディアン・ボンバルディア双発旅客機だったからで

す。日本でも飛んでおります。私は、てっきり単発プロペラ

機アントノフＡＮ２だと思っていました。 

青年の島ではあの宮沢昇さんが待っておりました。しかし、

預けたはずの松矢先生のスーツケースが届きません。バッケ

ージクレームをしたら、ハバナの空港に置いてきぼりになっ

ていて、明日つくとのことで、ひとまずは安心しました。 

 ホテルは「コロニー」という立派なホテルでした。ただし、

たまに「モスキート」が飛んできます。虫よけを持参して正

解でした。 

 ここはまさに青い海、青い空のそのもののところでした。 

夕食はこちらに移住しているよし子さんのお宅で育てた子豚

の丸焼きでした。旦那さんの半沢さんがきれいに解体してく

れて、絶品でした。それと、赤豆のごはん、ヤシの実ジュー

スおいしかった。 

ここで、ＩＣＡＰのエスティバンさんが知り合いの方に頼

んで作ったという松矢先生のレリーフを披露してくれました。

一同号泣してしまいました。彼の魂がキューバで生き続けて

いることを確信しました。これは、日本に持ち帰ってご家族

にお渡ししました。 

小学校に歯医者さんが常駐 

次の日 16 日はまた朝６：45 分出発。ヘロナの小学校へ。

全校朝会の様子を参観させていただき、正直、おどろきまし

た。なぜなら、日本の小学校の朝会風景とよく似ていたから

です。違うのは、「チェ（ゲバラ）のように……」というとこ

ろが違うのと、日本の小学生のように厳しく整列と沈黙を要

求されないことです。 

 日本の小学生は、よく教師から指示されますよね、「前なら

え」「きお付け」「静かに」「体育座り」。キューバの小学生は

そういうことは要求されません。日本の朝会の方がまるで軍

隊のようです。 

 授業参観もしました。ここも日本の小学生と同じ授業風景

がみられました。学級内掲示物も似ています。こういうのは

世界共通かもしれません。１クラス30人以下です。 

 校長先生が「私が教わった先生です」という先生がまだ働

いていました。さらに驚いたことに、学校に歯医者さんが常

駐していることです。健康は歯から、ということだそうです。

もちろん、父母、地域の人の歯も見ます。 

 小学校の図書室には本が少なく、読みこまれていて、破れ

ているものが多かったようです。 

 次に、中学校訪問です。まずはやさしそうな校長先生にお

会いしました。一通り説明を受けた後、授業参観に行きまし

たが、ちょうど日本の学校で言う、業間休みだったらしく、

好奇心大盛な中学生に囲まれてしまいました。 

彼らはなんとかコミュニケーションを取ろうと色々話しか

ヌエバヘロナの小学校で登校してきたばかりの子供たちと 
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けてきますが、スペイン語が私にはわからないのでさっぱり

意味不明です。絵を指さしで話す本を持参していたので、指

さし会話で少しコミュニケーションができました。英語はほ

とんど通じません。 

松矢先生がサッカーボールを彼らに持っていってくれ、と

いったわけがわかりました。見ると、バスケット・ボールの

ようなドッチボールのような物でサッカーをしていましたの

で。サッカーボールを渡すと大喜びでした。 

キューバの中学生の瞳はとても輝いて、若い世代はキュー

バの宝だな、と感じました。 

日本文化を次世代に継承する日系人 

午後は日系人との交流会に出席。日系の若者たちの「花笠

音頭」などを見ました。日本語での歌も披露してくれました。

確か、あれは宇多田ヒカルの歌。 

ナンシーさんが風呂敷の使い方を演技。これはすごい。日

本人ですらわからない風呂敷の包み方を披露してくれました。

風呂敷はすごい！ 

われわれの同行者で一番若いＮ君が空手を披露。これは、

うけました。 私は、持っていった鉢巻きを結んで見せまし

た。現地の日系人たちは、日本の文化をとても大切にし、そ

れだけではなく、さらに学び、若い世代に継承していこうと

しております。 

17 日、ヘロナの後、またハバナへ移動し教育大学を視察。

それからビナールデルリオへ。 

一番良かったのはここ 

18日次の日はビニャーレス渓谷を見学。ここは世界遺産と

なっています。車窓から見る景色はとてものんびりしていい

感じでした。ここの鍾乳洞はとても規模が大きく、岩手の龍

泉洞と同じくらいか？ でもここは船でいきます。イギリス

観光団と一緒でした。 

サトウキビのしぼりたてジュースがあって、飲んでみまし

た。サボロッソ（うまい）。世界最大のミュラル（壁画）とい

うところでランチ。演奏してくれたバンドはとてもうまかっ

た。観光用に白い牛に乗れるというものがありました。馬に

乗るのは知っていましたが、牛とはね。もちろん、乗馬もあ

りました。この旅行中、一番良かったのはここです。とはい

えキューバってどこへ行っても絵になります。 

そして、再びハバナへ。19日、ハバナ観光へ。革命博物館

では、兵隊さんと一緒に写真をとりました。 

ここでは同行者はまったく興味・関心をもたない日本の名

車が展示されています。ラウル国家評議会議長が革命時に乗

っていたトヨタ・ランドクルーザーです。私は車好き、それ

も四駆大好き人間ですので、ランクルと出会って感動もので

した。なにせ、同じ車種に 20 年近く乗っていたものですか

ら。（排ガス規制のため泣く泣く手放した）でも、みんな興味・

関心がないのでスルーされてしまいました。 

モロ要塞にも行きました。素晴らしい。絵になります。革

命広場、旧市街、自由市場そしてお土産を買いに。やっと安

心して買えます。実は、キューバ入国時日本のお金が足りな

い？とかで、みんな１万円分しか両替できなかったからです。

なので、ハバナ観光の途中なんとか２万円分両替できました。 

そして、20日、忙しかったキューバ旅行も終わり、帰国の

途につきました。 

よかったこと、残念だったこと 

初めてのキューバ旅行の印象は、すごい数の欧米観光団が

きていること。古いアメリカ車がピカピカに磨かれて新車の

ように走っていること。明るい国であるということ。 

行ってよかったことは、松矢先生の荷物を現地に届けられ

たこと、現地の方々と交流が持てたこと、子どもたちの目が

輝いていたこと。食べ物がおいしかったこと、特に豚肉と豆

ごはん、果物やジュース、そしてモヒート。ランクルを見ら

れたことでした。 

残念だったことは、トイレの水がよく出ない、両替が希望

通り行かない（もう少しツーリストに気を使ってほしい）。忙

しすぎて（疲れて）ゆっくり見て回れなかったこと。ストリ

ートミュージシャンの音楽がじっくり聴きたかったなあ。こ

れが一番心残りです。 

それから、これからキューバを訪問する予定の人は、日本

の空港でカナダドルか米ドルに換えておいた方が良いです。

今回、円が足りないとのことでホセ・マルティ空港では１万

円しか換えられず、お土産を買うのに苦労しました。 
 
 

※松矢文男さんプロフィール 

教師を退職後、18 回キューバへ通う、特に青年の島の日系人への稲作支援に

熱心に取り組む。埼玉県坂戸市等で、市民会館にてキューバ・コンサートを数
回開く。2015年12月に他界。 

上河よしこさんのお宅で教育調査団一行と日系人の方々と一緒に夕食              日系４世、５世の若者との交流イベント 
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政治潮流の変化の兆しか？ 

南米のアルゼンチンとベネズエラで、それぞれ昨年 11 月

と 12 月に行われた大統領選挙、国会議員選挙の結果が、欧

米や日本の多くのメディアによってラテンアメリカ全体の政

治潮流の変化を暗示する出来事として報じられている。アル

ゼンチンの大統領選挙では、中道右派のマウリシオ・マクリ

がペロン党（正義党）のクリスチーナ・フェルナンデス

（2007.12.10～2015.12.10 大統領）を僅差で破り大統領に

就任し、ベネズエラでは国会議員選挙の結果、野党連合・民

主統一会議（ＭＵＤ）がマドゥーロ政権与党・統一社会党（Ｐ

ＳＵＶ）の２倍以上の議席（MUD：112 議席、PSUV：55 議

席）を獲得した。 

マクリ大統領は、市場機能重視の経済改革を掲げ、発足早々、

為替制度を変動相場制に移行し、アルゼンチン通貨ペソの切

り下げを実施した。また、今年１にはデフォルト（債務不履

行）問題で（クリスチーナ・フェルナンデス前大統領が“ハ

ゲタカ・ファンド”と呼んだ）米投資ファンドと債務返済交

渉を再開し、両者は２月29日、債務の減額で原則合意した。

アルゼンチンはファンド要求額の 75％に当たる約 46 億

5300万ドル（約5200億円）を支払う（毎日新聞2016年３

月１日 電子版）。 

一方で、公共料金（電気・ガス料金）の大幅値上げを行い、

公務員や契約労働者の大量解雇を継続して行っている。マク

リ新政権によるこのような大量解雇や緊縮政策などの施策に

対して、国家公務員連盟（ＡＴＥ）、アルゼンチン労働者セン

ター、大学教員全国連盟などの呼びかけで、２月末に首都ブ

エノスアイレスで大規模な抗議行動が行われている。また、

昨年 12 月末に、かつての軍事独裁政権（1976～1983 年）

下で犯された人道に対する罪で収監されていた服役囚 10 人

を釈放したが、同国の複数の人権団体から非難を受けている。 

ベネズエラ議会では、野党がその数の力により攻勢をかけ

ている。１月５日に発足した新議会で議長に就任した野党の

ヘンリー・ラモス・アルップ議員が、就任演説の中で、「憲法

に基づく選挙（投票）により半年以内に現政権停止の決着を

目指す」と宣言し、大統領罷免の可否を問う国民投票の手続

きに入る可能性を示唆した。議会では、また、マドゥーロ大

統領が１月14日に発令した「60日間の経済非常事態令」が

1月22日野党によって否決された。 

しかしながら、ベネズエラ最高裁は２月に大統領令を合憲

であると決定し、マドゥーロ大統領に１月 14 日にさかのぼ

って 60 日間、経済対策のための超法規的措置（予算を直接

管理する特別権限や民間企業に介入できる権限等）を取れ 

るようにした。経済状況が改善しなければ宣言は延長される。 

ウーゴ・チャベスの 1999 年大統領就任以来続いてきたベ

ネズエラの反米左派政権と、2003 年ペロン党のネストル・

キルチネル大統領就任以降、反新自由主義経済政策を取り続

けてきたアルゼンチンの中道左派政権がそれぞれの選挙で相

次いで中道右派政権に敗れたことに続いて、ボリビアで今年

２月に行われたモラレス大統領の４選を可能にする憲法改正

の是非を問う国民投票の結果が「否決」に終わり、ブラジル

では与党政治家らの汚職に絡んでルーセフ大統領が議会での

弾劾の脅威に直面し、同大統領の支持率が急低下、エクアド

ルでは 2007 年大統領就任以来とりわけベネズエラ、ボリビ

アの左派政権と歩調を合わせてきたコレア大統領が 2017 年

の大統領選挙への不出馬を表明した。 

他方、今年４月に行われるペルー大統領選挙では中道右派

のケイコ・フジモリ候補が圧倒的優勢とされている。多くの

メディアが、こうした情勢を、ラテンアメリカ左派勢力の衰

退・陰りを示す現象あるいはラテンアメリカ地域の右傾化に

つながる政治潮流の変化として論評している。現在進行中の

こうした政治動向を注視しつつ、同地域の政治・経済・社会

の歴史文脈を踏まえてこれからのラテンアメリカを展望して

みたい。 

左派政権の台頭・連携 

ラテンアメリカ地域では、1973 年のチリ・軍事クーデタ

ーで政権を掌握したアウグスト・ピノチェトによる政治・経

済に象徴されるごとく、1970年代以降、（キューバ、ニカラ

グアを除き）軍事独裁寡頭政治と米国発の新自由主義経済が

一体となった政治経済潮流が 1990 年代の終わりまで続いた。 

ベネズエラのウーゴ・チャベスがボリバル革命を掲げて

1999年に大統領に就任すると、その後、2003年にブラジル

で左翼政党・労働者党のルーラ、アルゼンチンでも 2003 年

にペロン党のネストル・キルチネル、ボリビアでは 2006 年

に社会主義運動党のエボ・モラレス、エクアドルで 2007 年

に国民同盟のラファエル・コレア、また、ウルグアイでも2005

年に左派連合である進歩会議・拡大戦線・ヌエバマジョリア

のタバレ・バスケスがそれぞれ大統領に就任し、ラテンアメ

リカの政治史上画期的ともいえる左派政権連携の潮流が生ま

れた。 

これら左派政権は反新自由主義の路線で足並みをそろえ、

グローバル市場よりもラテンアメリカ地域を重視したマクロ

経済・保護主義経済に基づく連携を深めた。2000 年代の最

初の 10 年間ほどは、小麦や大豆などの農産品、原油や天然

ガス、銅などのエネルギー・鉱物資源の折からの需要ブーム

の追い風を受けた高値輸出による貿易収入を財源として、各

左派政権は、貧困対策や初等教育就学率向上対策、社会保障・

福祉向上のための政府支出を実施した結果、貧困の削減、就

学率や社会保障・福祉の向上に一定の成果が見られた。 

ラテンアメリカ展望  

左派勢力の衰退・陰りが報じられるなかで 

河内茂幸 キューバ友好円卓会議 
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『2002年から2012年の10年間に、法定貧困レベルは44

パーセントから29パーセントに減少し、極貧層は19.5パー

セントから11.5パーセントに減少した。一方で、中間層がか

なり増大した。また、公共支出の増加も顕著であったが、こ

れは社会包摂を物語るものである。一例を挙げると、ユネス

コによれば、1999 年から 2011 年の間に初等教育就学率は

55 パーセントから 75 パーセントに増加した』（El  Pa is  

Feb.27 2016 電子版） 

一次産品輸出依存構造の脆弱性露呈 

政府による貧困、教育、社会保障・福祉対策の実施とそれ

らに伴う一定の成果が見られた社会改革も、４～５年前から

の大豆など農産品国際価格の下落、原油、銅などエネルギー・

鉱物資源国際価格の暴落によって苦境に立たされることにな

った。一次産品の輸出不振によって、アルゼンチン、ベネズ

エラ、エクアドル、ボリビア、ブラジルの各政府の歳入は大

幅に減少し、歳出・公共支出の削減を余儀なくされた。各国

通貨は軒並みに下落、失業増大、インフレ高進、物価上昇、

外貨準備高の減少が深刻になっている。 

とりわけベネズエラでは、食料や医薬品など生活必需品の

極端な不足、ハイパーインフレ（ＩＭＦの予測では 2016 年

のインフレ率は 720 パーセントに達する見通し）、外貨準備

高の減少（２月末時点外貨準備高：135 億ドル）、対外債務

のデフォルト（債務不履行）懸念の高まり、悪化する一方の

治安など、経済・社会問題が危機的に深刻な様相を呈してい

ると報じられている。 

一方、上記の国々と異なり開放経済政策をとりＴＰＰにも

参加するなど米国志向の強い太平洋同盟（Ａｌｉａｎｚａ   ｄｅｌ  

Ｐａｃｉｆｉｃｏ：メキシコ，コロンビア，ペルーおよびチリの各加

盟国によって構成され、加盟国間の経済的統合を目指す同盟）

のチリ、ペルー、コロンビア、メキシコでも、一次産品価格

下落による輸出不振で政府歳入が減少、財政余力が乏しくな

り、政府歳出削減を余儀なくされている。 

いずれの国でも通貨下落、食品などの物価上昇、インフレ

の高進、外貨準備高の減少を招き、経済は減速している。と

りわけ、石油が輸出・政府収入に占める割合の大きいコロン

ビアは、石油輸出価格の下落による通貨ペソの下落、輸入イ

ンフレを招いている。 

保護主義経済政策をとる左派政権各国、開放経済政策をと

る上記太平洋同盟各国のいずれを問わず、ラテンアメリカ経

済は、伝統的に一次産品・資源輸出に大きく依存する構造で

ある。この経済構造は、国際市況の影響を容易に受ける非常

に脆弱な経済の体質である。一次産品輸出依存の脆弱な経済

構造を脱却するために、一般的に、発展途上国が取ってきた

政策は輸入代替工業化政策であった。しかし、ラテンアメリ

カでは輸入代替工業化は成し遂げられなかった。それはどの

ような背景、理由によるのであろうか。 

輸入代替工業化挫折の経緯と 

軍事独裁政権の誕生・米国の影 
ラテンアメリカでは、1940 年ごろからアルゼンチン、チ

リ、コロンビア、エクアドル、ウルグアイ、ベネズエラ、メ

キシコなどの国々で輸入代替工業化政策が推進され、第二次

世界大戦終了以降 10 年間（1945～1955 年）ほどの期間で

は、工業生産、ＧＤＰ成長率ともにかなりの増進、上昇が見

られた。しかし、その後の 10 年間（1956～1966 年）ほど

の間にその発展の勢いは弱まっていった。 

輸入代替工業化は、非耐久消費財、耐久消費財、中間財、

資本財へと順次シフトしてゆくプロセスをたどるが、中間財

や資本財の生産には相応の技術力を必然的に伴う。しかし、

技術力の乏しかったラテンアメリカ諸国は、生産のための資

本財を輸入に頼らなければならず、その生産コストは非耐久

消費財の場合とは比較にならないほど膨大な負担となった。  

各国の輸入の増大は経常収支の赤字をもたらし、輸入代替工

業化の進展を支援するために行われていた財政支出の赤字が

相俟って、インフレを引き起こした。 

ラテンアメリカ諸国で製造された非耐久消費財は国際競争

力をつけられないまま、その資本形成を一次産品輸出に依存

していたが、一次産品の国際価格暴落によって資金不足の状

態が続いていた。このような苦境に陥った各国が取った政策

が外資導入であり、とりわけ、米国からの投資であった。そ

して外資の占める割合は 1950 年代以降 1960 年代にかけて

増大していったが、それはラテンアメリカが今日まで抱える

対外債務の始まりを示すものであった。 

こうして、ラテンアメリカは第一次産業（米国資本は砂糖・

コーヒー・バナナなどの農産物、石油・銅などの鉱物・エネ

ルギー資源を 20 世紀初頭から独占していた）に加えて、第

二次産業と金融の分野でも米国資本の支配するところとなっ

たのである。 

このような輸入代替工業化の進展の中で、米国資本は現地

の寡頭勢力（大土地所有者、カウディージョ<政治を支配す

るボス>、輸出資本家など）と結びつき、各国の政治に影響

力を行使するようになった。一方で現地の工業資本家も大土

地所有者と結びついた。工業資本形成を第一次産品輸出に依

存し、その一次産品の輸出競争力が弱いなかで輸出を拡大す

るために、工業資本家は生産者である農民から搾取する側に

なったのである。こうして、米国資本、現地の寡頭勢力そし

て工業資本家は互いに結びつき、現地政権にその強大な影響

力とを行使していった。その強大な力の犠牲となったのが、

農民と工業労働者である。農地解放がなされていない状況下

で農民はさらに窮乏化し、工業労働者も低賃金、失業などの

窮状に陥らされた。輸入代替工業化進展のための支出による

財政赤字で苦境に立たされていた各国政府は、このような経

済・社会構造の変化の中で政府としての力を失っていった。 

米国は、ラテンアメリカの共産化を阻む目的で 1948 年に

米州機構を設立し、1953 年、アルベンス大統領（革命行動

等）政権下のグアテマラへ軍事侵攻し同政権を崩壊させるな

ど、とりわけ中米・カリブ地域に対して軍事介入を行い、南

米諸国に対しても軍事顧問団の派遣などによる軍事援助と指

導を行っていった。ラテンアメリカのこうした政治・経済・

社会変動の流れのなか、1959 年、キューバに革命政権が成
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立し、革命政権は 1961 年キューバ革命を「社会主義革命」

と位置づけた。 

輸入代替工業化が破綻していくなかで発生していたインフ

レや物不足、労働運動、左翼運動、ゲリラの武装闘争などの

政治的・経済的・社会的混乱は、各国の都市ブルジョアジー

や新興中間層に社会主義革命の脅威となり、混乱を収拾して

治安を回復させ社会主義革命の脅威から国を防衛するという

大義名分のもと、ブラジル（1964年 カステロ・ブランコ将

軍）、アルゼンチン（1966 年 ファン・カルロス・オガニー

ア将軍）、ボリビア（1964 年 レネ・バリエントス・オルト

ゥーニョ）、チリ（1973 年 アウグスト・ピノチェト将軍）、

ウルグアイ（1973年 軍事クーデター）などの国々に軍事独

裁政権が誕生することになった。 

ピノチェト将軍によるチリの軍事クーデターは米国ＣＩＡ

の全面支援のもとに行われた。米国はこれら軍事独裁政権（と

りわけ南米の反共の砦となったブラジルのカステロ・ブラン

コ政権）を強力に後押しした。 

ブラジル、アルゼンチン、チリ、ウルグアイの軍事独裁政

権は、多くの民間テクノクラートを登用した経済運営を実施

していった。それぞれの前政権から引き継いだ膨大な財政赤

字を、市場主義・新自由主義経済を導入して解消し、経済発

展を目指した。経済自由化政策や外資導入（とくに、チリ ピ

ノチェト政権）などを実施して、ブラジルは経済成長を遂げ

ていった（「ブラジルの奇跡」）。 

しかし、チリ、アルゼンチンでは外資導入による経済の過

熱化がインフレを招き、結局、貧富の格差が拡大し貧困層は

さらに増大した。輸入代替工業化が達成されていない中で国

内需要をまかなうために輸入に頼らざるを得ず、貿易収支は

赤字となり、財政面でも対外債務が累積していった。ブラジ

ルでも構造的な貧困問題はなんら是正されず、所得格差が増

大し、累積対外債務が膨大した。 

新自由主義経済がもたらした格差・貧困の拡大 

また、これら軍事独裁政権下での人権抑圧（ピノチェト政

権下での拷問、殺害、アルゼンチン軍事政権（1976～1983

年）による“汚い戦争”と呼ばれた国家テロなど）に国内・

国際非難が高まり、構造的な貧困に対して民衆の不満も激し

くなっていくなかで、1980 年代に入ると各国は次々と民政

に復帰していった（1980 年 ペルー 、1983 年 アルゼンチ

ン、1985年 ブラジル、1982年 ボリビア、1985年 ウルグ

アイ、1989年 チリ）。 

1982年のメキシコ債務危機（1982年8月、メキシコ政府

は対外債務利払いの一時停止（モラトリアム）を宣言）に端

を発し、1980 年代のラテンアメリカでは、ブラジル、アル

ゼンチンなどの国々が 1970 年代に累積した対外債務の不履

行（デフォルト）に陥り（アルゼンチン：1982年・1989年、

ブラジル：1990 年）、景気停滞が 10 年間続いた。ラテンア

メリカのこの10年間は「失われた10年」と呼ばれている。 

ラテンアメリカのこのような対外債務危機に対して米国政

府、ＩＭＦ、世界銀行、債権銀行団は危惧を覚えた。ＩＭＦ

は、対外債務危機に陥ったラテンアメリカの当該各国に融資

を実行する条件として、「ワシントン・コンセンサス」（国際

経済学者のジョン・ウィリアムソンが 1989 年に定式化し命

名した用語）に基づく経済構造調整政策の実施を要求し、多

くの当該国が受け入れを余儀なくされた。 

この政策は、貿易自由化、資本自由化、規制緩和、国営企

業民営化など所謂「新自由主義」経済を導入して、政府によ

る保護政策を覆し競争原理によって民間の経済活動を活性化

させ、一方で、財政・金融政策によりインフレを抑制すると

したものであった。政策を導入した結果、インフレと物価上

昇は2000年までに大きく改善、低減した。 

しかし、一方で、新自由主義政策の下での競争原理により

多くの産業・企業が淘汰され、減産や倒産に追い込まれ、解

雇や失業が増大した。また、政府の保護政策の撤廃と厳しい

緊縮財政は、教育、医療、社会保障への政府の取り組みを低

減させ、所得格差と貧困が増大していった。米国発の新自由

主義経済の導入によってラテンアメリカ全体のＧＤＰは

1980年代初頭から1990年代初頭の間にかなり上昇したが、

所得格差や構造的貧困が改善されることはなかったのである。 

既述した反米左派、あるいは中道左派の政権の誕生の背景

には、新自由主義経済がもたらしたこうした所得格差や貧困

の増大に対する民衆の不満が顕著に強まっていた社会状況が

存在していたのである。 

各左派政権による構造的課題是正への取り組み 

各左派政権は、前代に蓄積された莫大な対外債務、格差・

貧困の拡大、社会的弱者の社会疎外増大といった負の遺産を

負わされての出発であった。米国発の新自由主義経済が席巻

するなかでＩＭＦの主導によって課せられた（対外債務対策

としての）経済政策がもたらした格差・貧困の拡大、社会的

弱者の社会疎外増大という負の遺産に対して、アルゼンチン、

ベネズエラ、エクアドル、ボリビア、ブラジルの左派政権は、

貧困層への助成（食糧供給、職業訓練など）、医療・年金・教

育制度の充実、労働者保護（最低賃金のアップ、再雇用の促

進など）などの政策を実施し、社会的不平等の是正という変

革に取り組んだ。 

ポピュリズム政治・バラマキ政策といった批判も多いが、

ラテンアメリカでは、キューバを除けば、グアテマラ・アル

ベンス政権（1950～1954年）、ニカラグア・サンディニスタ

政権（1979年～、2007年～）、チリ・アジェンデ政権（1970

～1973年）以来の経済・社会変革への取り組みと言えよう。

貧困・社会保障対策支出による財政圧迫、物価統制が招くイ

ンフレとの闘いなどの困難を伴いながらも、その変革のため

の努力は評価されてしかるべきものであろう。 

ラテンアメリカでは、スペインによる中南米大陸の征服・

植民地化によってヨーロッパ系白人がヒエラルキーの頂点に

君臨し、先住民とアフリカ人奴隷を支配し隷属させる構造が

造られ、その支配構造が 500 年以上にわたって政治、経済、

社会のあらゆる領域で連綿し、一握りの大土地所有者、カウ

ディージョ、大富豪政治家・財界人、軍トップなど、各時代
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の特権階級を介して世界の覇権勢力からも支配を受ける所謂

二重支配構造の歴史が続いてきた。 

長きにわたるこの不条理極まりない支配構造が生み出す社

会的不平等、貧困、格差、腐敗の是正は、その根の深さから

も、困難極まる課題であろう。しかし、ボリビアのエボ・モ

ラレス大統領は国有地を先住民や土地なし農民に分配し、先

住民の権利回復を憲法に盛り込んだ。そして、外国資本が所

有していた鉱山・天然ガス会社を接収して国有化するなど、

その構造変革に取り組んでいる。 

また、ベネズエラ・チャベス大統領、アルゼンチン・クリ

スティーナ・キルチネル大統領、ブラジル・ルーセフ大統領

は、所得再分配政策や就学支援を実施して貧困・格差の是正、

社会的弱者の社会包摂に努めた。いずれも、根深い構造的課

題に対する画期的な取り組みと言えよう。 

米国追従ではなく自主・自立による未来構築を 

冒頭で述べたラテンアメリカで現在進行中の政治・経済・

社会動向についてその歴史的文脈をここまで概観して見て取

れることは、反共安全保障と権益擁護の目的で米国がラテン

アメリカの国々に政治・軍事・経済介入を繰り返してきた歴

史と、その介入の歴史の流れのなかでラテンアメリカ諸国が

政治・経済・社会において多くの混乱と負の遺産を負わされ

てきた事実である。 

上述したように、歴史のなかで連綿してきたラテンアメリ

カ社会特有の構造が生み出す貧困・格差などの社会的不平等、

腐敗・治安維持能力欠如などの社会的不正義は、いかに根が

深く困難であっても、ラテンアメリカ諸国自身が是正・改善

すべき課題である。 

しかし、見過ごしてはならないことは、古くはキューバを

戦場とした 1898 年の米西戦争から今日の新自由主義政策に

よる深い関わりに至るまで、米国は常にラテンアメリカの寡

頭政治と軍事独裁政権の後ろ盾となり、これら社会的不平

等・不正義を助長してきた歴史と事実であろう。 

こうした文脈から導き出せることは、米国への従属あるい

は米国による政策主導のもとではラテンアメリカの持続可能

な経済・社会の実現はおよそ不可能であり、米国からの政治

的自立をどこまでも堅持した上で持続可能な経済・社会の実

現を目指すべく、各国がラテンアメリカ地域内で連帯を強め

ていくことこそがラテンアメリカの新しい未来の展望であろ

うということである。 

一次産品輸出依存経済に固有の脆弱性・不安定性によって

多くのラテンアメリカ諸国が再び経済的苦境に立たされてい

る昨今の状況、そして冒頭記述のアルゼンチンとベネズエラ

における政権の変化は、ラテンアメリカに負の過去すなわち

新自由主義へ回帰するのか、それとも、持続可能な経済・社

会の実現を目指して地域内での連帯をどこまでも強化してい

くのかという命題を提起しているようにさえ捉えることがで

きる。新自由主義経済に席巻された現在の世界を俯瞰しても、

新自由主義経済が多くの人々や社会に幸せをもたらす経済で

ないことは明らかである。 

ポスト新自由主義に向けてのＣＥＬＡＣの位置づけ 
米国発の新自由主義経済の実験場とされてきたラテンアメ

リカは、今こそ、ポスト・新自由主義としての持続可能な経

済・社会の実現を地域内での連帯強化によって目指すべきで

あろう。具体的には、たとえば、域内諸国間で石油と農産物

のバーター取引（ベネズエラ⇔ニカラグア等々）を拡大・発

展させることや、有機栽培による農産物自給自足を目指した

取り組みを域内で拡大・伝播させることなど が実現のための

方策として挙げられよう。 

そしてこのような連帯のための基礎を、従来の太平洋同盟

や南米南部共同市場（MERCOSUR：ブラジル、アルゼンチン、

パラグアイ、ウルグアイおよびベネズエラの各加盟国による

自由貿易協定（関税同盟））といった地域経済同盟や関税同盟

に置くのではなく、むしろ、CELAC（ラテンアメリカ・カリ

ブ諸国共同体：米国とカナダを除くラテンアメリカ・カリブ

の33カ国が加盟）に置くべきと考える。 

なぜならば、CELAC は 2008 年「米国から自立した地域

統合を目指す」とする設立意図表明がなされて創設されたか

らである。上述趣旨でのラテンアメリカ諸国連帯の鍵となる

要素は、「米国から自立した地域統合によって問題の解決を図

る（中南米の問題は中南米で解決する）」というCELAC の考

え方につきると思う。 

2015年にコスタリカのベレン市で開かれた第３回CELAC

首脳会議の「ベレン政治宣言」では、「公正で持続可能な発展

の共同構築 多面的、総合的なやり方で貧困克服に取り組む。

腐敗を防止、摘発する機構を強化する」などの決議が採択さ

れ、2016 年１月にエクアドルのキトで開かれた第４回

CELAC 首脳会議では、貧困削減や地域統合の推進、コロン

ビア和平の促進などに対する共同の取り組みなどを確認する

最終宣言が採択された。 

望まれるキューバの手腕発揮・諸国間の連帯 

採択された決議や宣言が具体的にはまだ実現されていない

など、課題も多いようであるが、そのような課題の解決に向

けてのまとめ役としてキューバが手腕を発揮することを望み

たい。キューバは、コロンビア革命軍（FARC）とコロンビ

ア政府の和平交渉の仲介や、ロシア正教会とカトリック教会

の 1000 年近く続く対立の和解の仲介などで手腕を発揮して

おり、また、2014 年の第２回 CELAC 首脳会議では議長国

を務めた。 

2014年12月、米国のオバマ大統領が「キューバとの国交

正常化に向けた交渉を開始する」と発表したことにより、キ

ューバも徐々にではあるが、経済面では米国との関係を再開

していくであろう。しかし、政治面では、米国から自立した

国家としての主権を堅持し続けるはずである。キューバのこ

のような経済・政治スタンスがCELAC に最大限に反映され

て、ラテンアメリカの持続可能な経済・社会の実現に向かっ

てCELAC がその基軸となることを望むものである。 

ラテンアメリカ諸国がポスト｢新自由主義｣に向かって、地

域内でどこまでも強く連帯してゆくことを願ってやまない。 
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 松尾さんは 1928 年に岩手県に生まれ、大学

卒業後、高校教師、会社員などを経て、定年後

はシルバー・ボランティアとしてボリビア、キ

ューバ、ベトナムなどで日本語教育に携わった。

キューバでは、1990年９月から1993年６月ま

で、ハバナ大学で日本語を教えた。本書は、そ

の３年間にわたるキューバ生活の記録で、Ｂ６

判、218ページ。刊行は 1994年。松尾さんの

自費出版である。 

 本書によれば、ハバナ大学での日本語教育の生徒は 12 人。大学生は１人もおらず、大学教授

のほか、技術者、日本商社勤務者、畜産専門家、観光局勤務者ら。年齢は 30 代が中心だったと

いう。 

 昔も今も、長期にわたってキューバに滞在した経験をもつ日本人は極めて少ない。だから、キ

ューバのハバナに３年間も定住し、その間、地域や大学で数多くのキューバ人と接した松尾さん

の目に映ったキューバの現実は、短期的な観光やビジネスでキューバを訪れた日本人の印象記と

は違って、極めて興味深い内容となっている。 

 とりわけ印象深いのは、一般のキューバ国民の暮らしぶりを描写したくだりである。なぜなら、

松尾さんが滞在した 1990 年代初期は、経済的な援助を受けていたソ連の崩壊によりキューバ経済が大打撃を受け、国民生活

が極めて貧窮した、いわゆる「スペシャル・ピリオド」の時期であった。革命後最も苦しかった時期を、キューバ国民はどう

過ごしたのか。この本は、そうした疑問に答えてくれる。 

 海をはじめとするキューバの自然の美しさや、古い街並みが続く古都トリニダを描写する文章は素晴らしく、読んでいるう

ちに、キューバの魅力に引き込まれてしまう。キューバに行ったことのない人は「ぜひ、一度行ってみたい」、行ったことの

ある人は「また行かなくちゃあ」という思いに駆られるに違いない。 

 巻末に、教え子２人から松尾さんに届いた手紙が掲載されていて、これも印象深い。１人は「松尾先生があらゆる困難に打

ち勝ちながら、生徒達と一緒に頑張ってくれたのは本当に大きな、歴史に名を残すほどの功績であった。遠い母国から地理的

に離れていても、日本そのものをキューバに文化的に、そして歴史的に近付けて、それを通じてキューバと日本の友情史に新

しい１ページを書き加えられた」と書き、もう１人は「先生のこの本はキューバのことを知るのに理想だと思う」とつづって

いる。 

         ※購入希望者はキューバ友好円卓会議（FAX 03-3415-9292  e-mail:cuba.entaku.0803@gmail.com）へお申し込み 

ください。送料込み2000円でお分けします。 
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前年度繰越金 1,478,001  

 

 

支 

 

 

 

 

 

 

出 

通信費 207,350 

  印刷・事務費 16,120 

会費 265,000 会場使用料 98,136 

寄付 101,873 講師等謝礼 40,000 

フォーラム参加費 66,500 雑費 19,289 

事業収入 284,119 振込手数料 972 

物販収入 11,200 ＨＰ管理料 10,500 

ツアー代金 6,545,500 ツアー関連 6,545,500 

利息 295 計 6,937,867 

計 8,752,488   

    

※次年度繰越金 1,814,621   

松尾威哉さん 

授業風景 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

松尾威哉・著 

キューバの光と影 ボランティア日本語教師三年の記録 

岩垂 弘 キューバ友好円卓会議共同代表／ジャーナリスト 

表紙 
絵が趣味だった奥さんの悦
子さん(故人)が、威哉さん

を訪ねてキューバを旅行し
た際に描かれたもの。 

2015年度 収支報告 キューバ友好円卓会議 
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キューバのサンクティスピリトスで 

日本語、日本文化講座の開設する 

プロジェクトのご紹介 

松尾 光
あきら

 
 
４月からキューバのサンクテ

ィスピリトスで活動を計画して

いま す。 

このたび「サル―！」にキュー

バでのこのプロジェクトについ

て継続して 書かせていただきま

す。まずご挨拶です。プロジェク

ト名は「サンクティスピリトス県

に日本語、日本文化講座の開設す

る」です。 

私は日本経済新聞社でＩＴ技術者として 30 年近く勤務し

て、３月 31日に退社しました。 

仕事とは無縁なキューバ行きを決めた経緯は、今から 25

年前に父、松尾威哉がハバナ 大学に日本語講座を開設した

ことからさかのぼります。本紙 11 ページの『キューバの光

と影』をご覧ください。 

そして２年前、「キューバ友好円卓会議」の方から紹介し

ていただいたルイス氏 ※注 との出会いが決定的になりま

した。ルイス氏との出会いの前にも、偶然の出会いがいくつ

も重なり、サンクティスピリトス行きに運命的なものを感じ

ています。 

サンクティスピリトゥスでしようと考えている３つのこ

とを以下に紹介します。 

1 つ目は、私が日本語を教えることを通じて日本の生活、

芸術を理解していただき、新たな仕事を得る可能性が広がる

ことをキューバの若者にわかっていただきたいと思ってい

ます。日本政府の費用で日本に留学するサンクティスピリト

スの 若者を３年 で３名 育てたいと思っています。 

２つ目は、私がスペイン語を学び、キューバの文化を理解

したいと考えています。私は音楽が好きでピアノや歌を長年 

勉強してきました。日本の音楽を紹介して教え、キューバの

音楽を学んで交流ができないかを考えます。 

３つ目は、このプロジェクトを持続可能な活動にすること

です。３年 間は国際交流基金の支援をうける予定ですが、

４年 目から自立しなければなりません。４年 目から、毎年

受講者を募集できる指導者の体制をつくり、活動資金を継続

して得る仕組みを作ること。日本の企業や個人の寄付を募る

方法を考え ています。 

現地に行かなければわからないことが、まだたくさんあり

ます。すべてが無駄になるリスクをはらんでいます。でも失

うものは無いとの気持ちで取り組む覚悟です。皆様のご支援

も期待しています。よろしくお願 いします。 

※ＩＴ技術者、32歳。18歳の時、アニメから日本への興味が始まり、日本 

のサブカルチャーにのめりこみ折り紙、囲碁、盆栽、茶道に関心を持つ。 

昨年12月19日のキューバ

フォーラムでプロジェク
トについて話す松尾さん 

キューバの民宿でホームスティ体験 

川口匡子／中野慧（福岡県福岡市） 
 

以下の情報はすべて筆者の宿泊時（2015年９月）のものです。 

 

2015年９月上旬、５泊７日の弾丸ツアーでキューバを訪れ、カーサ・パ 

ティクラールという民宿に宿泊した。こちらの民宿のオーナー夫妻は、私 

たちの拙いスペイン語に辛抱強く付き合ってくれたり、キューバの文化や 

歴史について教えてくれたりと、親切な人たちだった。５泊もすると、私 

たちはすっかり夫妻の娘気分に。”帰省”を約束し、涙を流して別れた。 

 

民宿のオーナー夫妻、デボラ＆ぺぺと中野。 

キューバに実家ができた気分。今も季節の 

挨拶メールが届く 

 

 
日が差し込む玄関で 

はしゃぐ川口 

喫煙スペースも兼ね 

ている 

キッチンは電子レンジやコンロなどもあり、自由

に使っていいと言われた。時差ぼけでお腹を空か

せ、夜中にカップヌードルなどを作れて便利だっ

た。バス、トイレともは掃除が行き届いており、

清潔。個室も綺麗だった。 
 

宿情報 ＣＡＳＡ ＤＶＩＰ（カーサ ディーヴィップ） 

住所；Calle Amistad 159, Apto. 2, Entre 
Neptuno y Virtudes,Centro Habana, Ciudad 
Habana 
住宅街のど真ん中。ヘミングウェイお気に入りの

ダイキリを出すフロリディータから徒歩５分、徒

歩３分圏内にダンススタジオ、スーパーあり。 

３部屋あり。予約状況により、他の旅行客とバス

ルーム共用も。 

電話；+53 867 4118 携帯； +53 53 588 431 
※スペイン語かロシア語のみ、現地のインターネ

ット事情が悪く、予約は電話が確実。空港から宿

までの送迎も約 25 米ドルで手配してくれるの

で、早朝の出発でも安心。 

値段；１室 30ＣＵＣ（約 30米ドル、２人で泊ま

れば１泊１人あたり約15米ドル） 

 

玄関の奥は高い天井の気

持ちいいスペース。インテ

リアの趣味もいい 

 晩御飯は15ＣＵＣ前後 

メーンによって値段が変わる。 

この日のメーンはチキン。足 

が丸ごと２本分！  半分を食 

べたところでギブアップ。残り 

物は冷蔵庫で保管し､２日分の 

晩御飯に。次の日の晩御飯か 

らは量を半分にしてくれ、と 

お願いした。朝食朝ごはんは５ＣＵＣでフレッシュフルーツが

山盛りと、搾りたてのジュース、チーズトースト３枚と、卵２

個、それに美味しいコーヒー。完食すると、1日満腹！ 

宿の前の道。子供達がサッカーをしていたり、おじさんたち

がダラダラおしゃべりをしていたりと生活感満載だった。 

 
ｃａｓａ  ｐａｒｔｉｃｕｌａｒ 
（カーサ・パティクラール） 

キューバの一般家庭の一室を外国人に貸し出す形
態の宿泊施設。筆者らが宿泊した宿のオーナーに
よると、現地の人々が貴重な外貨を得る手段の一

つであるが、開業には建物の基準検査や書類提出
など政府からの許可が必要という。近年開設する
人が増えているといい、街中のあちこちで、カー

サであることを示す船の錨が逆さまになったよう
な青いサインを目にすることができる。 

 




